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４ 食育に関する意識と実践の状況 

～食育に関する実態調査結果より 

 
  
 
 
 
 

北九州市民の健康や生活習慣、食育に関する意識や現状などを把握することを目的に令和

４年（２０２２年）１０月に「北九州市健康づくり及び食育に関する実態調査」を実施しました（調

査の概要については、５５ページ参照）。 

 

（１） 食育への関心 

  食育に関心がある（「関心がある」＋「どちらかといえば関心がある」）人は７４.８％でした。年

代別に大きな差はみられませんが、前回結果の 77.9％よりやや低下しています。また、女性は

男性より関心が高い傾向があります。 

 

   食育に関する関心度（20 歳以上・経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性計(n＝866)

　20歳以上(n＝864)

　20～29歳(n＝101)

　30～39歳(n＝124)

　40～49歳(n＝106)

　50～59歳(n＝153)

　60～69歳(n＝190)

　70歳以上(n＝190)

女性計(n＝1,359)

　20歳以上(n＝1,358)

　20～29歳(n＝159)

　30～39歳(n＝209)

　40～49歳(n＝188)

　50～59歳(n＝242)

　60～69歳(n＝275)

　70歳以上(n＝285)

19.4 

19.6 

22.8 

29.0 

17.9 

15.0 

16.8 

18.9 

29.7 

30.0 

36.5 

28.2 

27.1 

30.6 

30.9 

28.4 

44.6 

44.4 

38.6 

37.1 

46.2 

43.8 

46.3 

50.0 

51.6 

51.5 

49.7 

55.0 

56.9 

47.9 

49.5 

51.6 

21.9 

22.0 

20.8 

20.2 

19.8 

28.1 

22.6 

19.5 

10.8 

10.7 

6.9 

9.1 

10.6 

14.5 

13.8 

7.7 

9.4 

9.3 

11.9 

9.7 

13.2 

11.8 

8.9 

3.7 

3.3 

3.2 

2.5 

3.8 

3.2 

3.3 

1.8 

4.6 

4.5 

4.5 

5.9 

4.0 

2.8 

1.3 

4.2 

7.9 

4.4 

4.3 

4.4 

3.8 

2.1 

3.7 

4.0 

7.0 

0.2 

0.2 

1.1 

0.1 

0.1 

0.7 

食育に関する関心度（年代別・性別） 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度(2022年度）

(n＝2,224)

平成29年度(2017年度）

(n＝2,301)

26.0 

33.1 

48.8 

44.8 

15.1 

11.8 

5.6 

3.3 

4.4 

4.3 

0.2 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない

関心がない わからない 無回答
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（２） 朝食の欠食 

  「ほとんど毎日朝食を食べる」は 73.0％で、全国の 79.0％より低くなっており、「ほとんどた

べない」は 14.4％で、全国の 10.1％より高くなっています。年代別でみると、「ほぼ毎日食べ

る」が 1～６歳、７～１２歳では９割以上ですが、２０歳～２９歳では約５割となっています。「ほとん

ど食べない」「週に２～３日食べる」では、２０歳～２９歳では約４割となっています。 

 

朝食の摂取状況（20 歳以上・全国比較） 

 

 

 

 

 

 

朝食の摂取状況（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  朝食の欠食の多い、20 歳～29 歳、30 歳～39 歳の朝食を食べない理由としては、20～29

歳では「眠っていたい」「食べる時間がない」「食べないことが習慣になっている」が多くなって

います。また、30～39 歳女性では、「食べる時間がない」が 64.0％と多くなっています。 

 

本市(n＝2,224)

全国(n＝2,370)

73.0 

79.0 

5.8 

5.5 

6.6 

3.8 

14.4 

10.1 

0.3 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に２～３日食べる ほとんど食べない 無回答

１～６歳(n＝273)

７～12歳(n＝348)

13～15歳(n＝168)

16～18歳(n＝151)

20～29歳(n＝261)

30～39歳(n＝333)

40～49歳(n＝295)

50～59歳(n＝395)

60～69歳(n＝465)

70歳以上(n＝475)

92.7

90.3

88.7

82.8

51.0

58.0

67.8

75.7

79.6

90.3

4.0

4.9

3.0

5.3

8.8

9.3

6.1

6.1

4.7

2.1

1.5

2.6

2.4

3.3

11.5

9.9

7.5

7.1

4.3

2.7

1.8

1.7

6.0

8.6

28.4

22.8

18.6

10.9

11.2

4.2

0.6

0.4

0.3

0.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に２～３日食べる

ほとんど食べない 無回答
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朝食欠食の理由（20～39 歳男性）        朝食欠食の理由（20～39 歳女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） バランスのよい食生活の実践 

主食（ご飯、パン、麺など）・主菜（肉、魚、卵、大豆製品などを使ったメインの料理）、副菜（野

菜、きのこ、いも、海藻などを使った小鉢・小皿の料理）を３つそろえて食べることが１日２回以上

ある日が、「ほぼ毎日」は 43.1％、「ほとんどない」は 19.2％となっています。全国と比べ、「ほ

ぼ毎日」が高い一方、「ほとんどない」は高くなっています。20～３９歳では「ほぼ毎日」は

27.3％で、「ほとんどない」は 29.0％と全国に比べ高くなっています。また、性・年代別にみると、

「ほぼ毎日」は男女とも７０歳以上がもっとも高くなっています。 

 

主食・主菜・副菜をそろえた食事の状況（20 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

主食・主菜・副菜をそろえた食事の状況（20～39 歳） 

 

 

 

 

 

本市(n＝594）

全国(n＝2,370） 28.4

27.3

19

20

32.3

23.7

19.8

29.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日、２回以上そろえて食べている 週に４～５回、２回以上そろえて食べている

週に２～３回、２回以上そろえて食べている そろえて食べている日はほとんどない

無回答

（％） （％） 

本市(n＝2,224）

全国(n＝2,370）

43.1 

25.9 

18.1 

53.0 

19.3 

16.6 

19.2 

3.1 

0.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日、２回以上そろえて食べている 週に４～５回、２回以上そろえて食べている

週に２～３回、２回以上そろえて食べている そろえて食べている日はほとんどない

無回答
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主食・主菜・副菜をそろえた食事の状況（年代別・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 肥満と痩身（やせ）の状況 

  エネルギーの過剰摂取による肥満（BMI２５以上）は高血圧や糖尿病などの生活習慣病を

引き起こします。BMI２５以上の割合は、４０～４９歳男性が 35.8％と最も高く、２０～６０歳男性

では BMI２５以上は前々回調査、前回調査と比べると、増加しています。 

体格（BMI）の状況（年代・性別） 

 

 

 

 

 

 

男性・20～29歳(n＝101)

男性・30～39歳(n＝124)

男性・40～49歳(n＝106)

男性・50～59歳(n＝153)

男性・60～69歳(n＝190)

男性・70歳以上(n＝190)

女性・20～29歳(n＝159)

女性・30～39歳(n＝209)

女性・40～49歳(n＝188)

女性・50～59歳(n＝242)

女性・60～69歳(n＝275)

女性・70歳以上(n＝285)

31.7 

26.6 

25.5 

35.3 

45.3 

60.5 

26.4 

25.8 

37.8 

40.9 

57.1 

66.0 

15.8 

18.5 

16.0 

22.2 

21.6 

11.6 

18.9 

23.9 

16.5 

22.3 

14.5 

15.4 

22.8 

26.6 

23.6 

14.4 

15.3 

18.4 

23.9 

22.5 

21.3 

22.7 

19.3 

10.5 

29.7 

28.2 

34.9 

27.5 

17.4 

8.4 

30.8 

27.8 

24.5 

14.0 

8.7 

7.4 

0.7 

0.5 

1.1 

0.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日、２回以上そろえて食べている 週に４～５回、２回以上そろえて食べている

週に２～３回、２回以上そろえて食べている そろえて食べている日はほとんどない

無回答

　男性-19～29歳(n＝111)

　男性-30～39歳(n＝124)

　男性-40～49歳(n＝106)

　男性-50～59歳(n＝153)

　男性-60～69歳(n＝190)

　男性-70歳以上(n＝190)

　女性--19～29歳(n＝179)

　女性-30～39歳(n＝209)

　女性-40～49歳(n＝188)

　女性-50～59歳(n＝242)

　女性-60～69歳(n＝275)

　女性-70歳以上(n＝285)

11.7 

4.8 

5.7 

2.6 

3.2 

6.3 

19.0 

16.7 

9.6 

13.6 

10.9 

13.0 

73.0 

61.3 

57.5 

63.4 

63.7 

73.7 

70.9 

71.3 

70.7 

62.0 

65.8 

66.7 

15.3 

33.9 

35.8 

34.0 

33.2 

18.4 

7.8 

11.5 

18.6 

24.0 

22.5 

19.3 

0.9 

1.6 

2.2 

0.5 

1.1 

0.4 

0.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.5未満 18.5以上25.0未満 25.0以上 無回答
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20～60 歳男性の肥満者（BMI２５以上）の割合（経年比較） 

 

 

 

 

高齢者では、やせ（BMI１８．５未満）や低栄養が要介護や死亡のリスクになることがわかって

いますが、低栄養傾向（BMI２０以下）の人は 21.8％と横ばいで、高い状況にあります。 

低栄養傾向（BMI20 以下）の高齢者の割合（65 歳以上・経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】生活習慣病の状況 

  北九州市国民健康保険（市国保）加入の特定健診結果では、「メタボ該当者」が男性では

３７．６％、「メタボ予備軍」が１７．３％となっています。また、「HbA1c」の有所見者は男女ともに

6 割をこえています。 

 
 

市国保特定健診受診者に占める有所見者の割合（令和４年度(2022 年度)） 

 

 
【有所見者の定義】 

収縮期血圧 130 ㎜ Hg 以上 

拡張期血圧 85 ㎜ Hg 以上 

中性脂肪 150 ㎎/dl 以上 

HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 40 ㎜ Hg 未満 

LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 120 ㎎/dl 以上 

血糖 100 ㎎/dl 以上 

HbA1c5.6％以上 

尿酸：7.1mg/dl 以上 

出所：保健福祉局健康推進課調

メタボ該当者：腹囲が男性 85 ㎝以上、女性 90 ㎝以上で、3 つの項目（血圧・血糖・

脂質）のうち、2 つ以上の項目に該当するもの 

メタボ予備軍：腹囲が男性 85 ㎝以上、女性 90 ㎝以上で、3 つの項目（血圧・血糖・

脂質）のうち、1 つに該当するもの 

令和４年度(2022年度）

(n＝748)

平成28年度(2016年度）

(n＝1,067)

平成23年度(20⒒年度）

(n＝1,251)

21.8 

21.7 

17.8 

0 10 20 30
（％）

令和４年度(2022年度）

(n＝674)

平成28年度(2016年度)

(n＝819)

平成23年度(2011年度）

(n＝985)

31.3 

25.3 

23.7 

0 10 20 30 40

（％）


